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議事日程 

       第１ 諸般の報告 

       第２ 会議録署名議員の指名 

       第３ 会期の決定 

       第４ 委任専決第４号 損害賠償の額を定めることについて 

       第５ 議第６５号から議第９０号まで一括上程 

（専決処分につき承認を求めることについて（野洲市国民健康保険

税条例の一部を改正する条例）他２５件） 

提案理由説明 

       第６ 議第６５号及び議第８７号から議第８９号まで 

（専決処分につき承認を求めることについて（野洲市国民健康保険

税条例の一部を改正する条例）他３件） 

質疑、討論、採決 

       第７ 決算特別委員会の設置及び委員の選任 

第８ 決算特別委員会の正副委員長の互選結果の報告 

       第９ 都市基盤整備特別委員会審査報告 

      第１０ 議会改革特別委員会審査報告 

市長提出議案 

      委任専決第４号 損害賠償の額を定めることについて 

      議第６５号 専決処分につき承認を求めることについて（野洲市国民健康保

険税条例の一部を改正する条例） 

      議第６６号 野洲市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

      議第６７号 野洲市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

      議第６８号 野洲市情報システム管理運営審議会条例を廃止する条例 

      議第６９号 平成２２年度野洲市一般会計補正予算（第３号） 

議第７０号 平成２２年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号） 

議第７１号 平成２２年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

      議第７２号 平成２２年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 
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      議第７３号 平成２２年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

議第７４号 平成２２年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号） 

            議第７５号 平成２１年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 

      議第７６号 平成２１年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

議第７７号 平成２１年度野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について 

議第７８号 平成２１年度野洲市老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

議第７９号 平成２１年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

議第８０号 平成２１年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

議第８１号 平成２１年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

議第８２号 平成２１年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

議第８３号 平成２１年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

議第８４号 平成２１年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

議第８５号 平成２１年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

議第８６号 平成２１年度野洲市水道事業会計決算の認定について 

議第８７号 工事請負契約について（篠原小学校校舎改築工事（建築主体工

事）） 

議第８８号 工事請負契約について（三上小学校校舎改築工事（建築主体工

事）） 

議第８９号 財産の取得の変更について 

議第９０号 湖南水道広域圏に係る広域的水道整備計画の改定に同意するこ
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とにつき議決を求めることについて 

開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（鈴木市朗君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。ただいまの

出席議員は２０名全員であります。定足数に達しておりますので、平成２２年第３回野洲

市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 （日程第１） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第１、諸般の報告を行います。 

 出席議員２０名、全員であります。 

 次に、本日の議事日程は既に配付済みの議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職・氏名は、お手元に配付してお

ります文書のとおりですのでご了承願います。 

 次に、議員派遣につきましては、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２２

条の規定に基づき、本職において議員の派遣を決定しましたのでご報告申し上げます。 

なお、派遣の詳細は、お手元に配付しております文書のとおりでありますのでご了承願

います。 

次に、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、平成２１年度財団法人野洲市文

化スポーツ振興事業団事業報告書及び決算書、第１９期野洲市湖岸開発株式会社事業報告

書及び財務諸表、第２０期野洲市湖岸開発株式会社事業計画書及び財務諸表が市長より提

出され、配付済みのとおりでありますのでご了承願います。 

 （日程第２） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、第１４番、丸山敬二君、第１５

番、西本俊吉君を指名いたします。 

 （日程第３） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２４日までの２６日間にいたしたいと思います。これ
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にご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（鈴木市朗君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２４日まで

の２６日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、既に配付済みの会期日程のとおりであります

のでご了承願います。 

 （日程第４） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第４、委任専決第４号損害賠償の額を定めることについて、

市長より報告を求めます。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） 議員の皆様、おはようございます。本日、ここに平成２２年第３

回野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様には全員ご出席を賜り、厚く

お礼申し上げます。 

本定例会におきましては、報告事項としまして、委任専決処分１件、専決処分につき承

認を求めることについて１件、議決案件としまして、条例の一部改正２件、条例の廃止１

件、平成２２年度補正予算６件、平成２１年度決算の認定１２件、その他４件の合計２５

件につきましてご審議をお願いいたします。 

また、平成２１年度の決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率についてご報告さ

せていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

それでは、委任専決第４号損害賠償の額を定めることについて、ご説明申し上げます。

平成２２年６月５日、野洲市立三上小学校駐車場の除草作業中において発生した市民の財

物損壊に対し、市の賠償額を３万５，３５５円と定めるものであり、地方自治法第９６条

第１項第１３号の規定に基づき損害賠償の額を定めることについて、同法第１８０条第１

項の規定により専決処分したものを、同条第２項の規定に基づき報告するものであります。 

以上、よろしくお願いいたします。 

 （日程第５） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第５、議第６５号から議第９０号まで、専決処分につき承認

を求めることについて（野洲市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）外２５件を一

括議題といたします。事務局に議件を朗読させます。 

○事務局長（田中正二君） 皆さん、おはようございます。それでは、議件を朗読させて
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いただきます。 

 議第６５号専決処分につき承認を求めることについて（野洲市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例）。議第６６号野洲市国民健康保険条例の一部を改正する条例ほか、条例

改正案１件。議第６８号野洲市情報システム管理運営審議会条例を廃止する条例。議第６

９号平成２２年度野洲市一般会計補正予算（第３号）ほか、補正予算５件。議第７５号平

成２１年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定についてほか、決算認定１１件。議第８７

号工事請負契約について（篠原小学校校舎改築工事（建築主体工事））ほか、その他の案件

３件。 

 以上であります。 

○議長（鈴木市朗君） 議件の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求めま

す。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） それでは、まず議第６５号専決処分につき承認を求めることにつ

いてご説明申し上げます。 

本議案は、国民健康保険税における特例対象被保険者の月割りによる減額措置について、

規定を追加する必要が生じたことから、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決

処分したものを、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。 

なお、本条例につきましては、公布の日から施行したものであります。 

議第６６号野洲市国民健康保険条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げま

す。 

本条例につきましては、国民健康保険法が改正されたことに伴い、所要の改正を行うも

のであります。 

なお、本条例につきましては、公布の日から施行するものです。 

議第６７号野洲市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について、ご説明

申し上げます。 

本条例につきましては、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部が

改正されたことに伴い、所要の改正を行うものです。 

なお、本条例につきましては、公布の日から施行するものです。 

議第６８号野洲市情報システム管理運営審議会条例を廃止する条例について、ご説明申

し上げます。 
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本条例につきましては、審議会の所期の設置目的を達成し、役割を終えたことから廃止

をするものであります。 

なお、本条例につきましては、平成２２年１１月１日から施行するものです。 

次に、議第６９号から議第７４号までの平成２２年度野洲市一般会計補正予算及び特別

会計補正予算について、概要をご説明申し上げます。 

補正予算書の１ページをご覧下さい。 

まず、議第６９号平成２２年度野洲市一般会計補正予算（第３号）につきましては、既

定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億５７５万２，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を１８９億７，２５４万２，０００円とするものであります。 

次に、８ページ、「第２表 地方債補正」につきましては、主に小学校の耐震整備事業の

追加補正に伴う合併特例債の増額などで、総額で２億７，８６０万円を追加するものであ

ります。 

続きまして、歳出の主な内容についてご説明申し上げます。 

２２ページをご覧下さい。 

総務費では、財政管理費で、平成２１年度一般会計決算実質収支額の２分の１相当分を

財政調整基金に積み立てるため１億４，５００万円を、企画費で、ものづくりインストラ

クター養成スクール事業委託料に１５７万５，０００円をそれぞれ追加しようとするもの

であります。 

２６ページ、民生費では、民間保育所費で障がい児保育事業補助金１７７万６，０００

円を追加し、３０ページ、労働費では、緊急雇用対策費で総額６０４万１，０００円を増

額しようとするものであります。 

３２ページ、農林水産業費の農地費では、妙光寺御池の市道が兼用している堤防法面の

侵食による復旧事業などで総額１，９９３万６，０００円を追加するものであります。 

土木費の道路新設改良費では、竹生地先において民間の住宅開発が計画されており、今

回、開発業者側の負担のもと、一部開発区域外の道路を市で整備する必要があることから、

その設計委託料３１８万２，０００円を追加いたします。 

また、３４ページ、河川維持費では、流域貯留浸透事業の測量設計委託で１，６００万

円を、土地区画整理事業費では、市三宅東部土地区画整理組合に文化財発掘調査費用の助

成金７５０万円をそれぞれ追加するものであります。 

３６ページ、教育費では、小学校管理費の小学校施設整備費では、篠原小学校及び三上
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小学校の耐震整備事業で総額２億８，０５８万３，０００円を追加しようとするものであ

ります。 

戻っていただきまして、１６ページをご覧下さい。 

一方、歳入につきましては、国庫支出金では、安全・安心な学校づくり交付金１，２７

５万１，０００円を初め、総額で１，９４４万８，０００円、１８ページ、県支出金では、

緊急雇用創出特別推進事業補助金や流域貯留浸透事業費委託金などで１，７５０万６，０

００円、繰越金で１億７，０２１万８，０００円などをそれぞれ追加し、２０ページ、市

債は、先ほどの地方債補正の説明のとおりでございます。 

次に、４１ページをご覧下さい。 

議第７０号平成２２年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，２９８万５，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を４４億６２１万１，０００円とするものであります。 

まず、歳出の主なものにつきましては、老人保健拠出金の老人保健医療費拠出金におい

て、今年度の拠出金額の決定により１，４６３万４，０００円を減額し、諸支出金の償還

金では、平成２１年度の一般及び退職被保険者の療養給付費等の精算による国及び社会保

険診療報酬支払基金への返還金の支払いのため、合計で４，７９１万９，０００円を増額

しようとするものであります。 

一方、歳入の主なものにつきましては、国庫支出金の療養給付費等負担金で、老人保健

医療費拠出金の減額補正などで５２２万２，０００円を減額し、繰越金で３，８５７万３，

０００円を追加しようとするものであります。  

次に、６１ページをご覧下さい。 

議第７１号平成２２年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につきまし

ては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６６１万１，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を３億８，５０７万６，０００円とするものであります。 

歳出につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金で、平成２１年度出納閉鎖期間に

収入いたしました保険料分を、平成２２年度納付金として支出することから、その分の６

６１万１，０００円を追加するものであります。 

一方、歳入につきましては、平成２１年度決算に伴い、繰入金で、一般会計繰入金のう

ち事務費繰入金を１９３万７，０００円減額し、繰越金で、平成２１年度決算剰余金８５

４万８，０００円を追加するものであります。 
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続きまして、７７ページをご覧下さい。 

議第７２号平成２２年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）につきまして

は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１４万１，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を９４５万９，０００円とするものであります。 

歳入歳出共過年度の医療費について、平成２１年度に支払いを要した費用の精算を行う

ために所要の補正をするものであります。 

次に、９３ページをご覧下さい。 

議第７３号平成２２年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につきまして

は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，９５４万１，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を２７億３，０５１万３，０００円とするものであります。 

まず、歳出につきましては、保険給付費では、高額医療合算介護サービス費で不足見込

み分２３０万４，０００円を追加し、基金積立金では、保険給付費及び地域支援事業費の

過年度精算による国支払基金及び県の交付金等の追加交付相当分を介護保険給付費準備基

金に積み立てるため１，３５３万３，０００円を、諸支出金の一般会計繰出金では、保険

給付費、地域支援事業費及び事務費の過年度精算に伴う市への返還分として繰出金１，３

２７万２，０００円を追加するものであります。 

一方、歳入につきましては、保険給付費の追加補正、前年度の保険給付費や地域支援事

業費などの精算に伴う国支払基金、県及び市の負担分の増額のほか、繰越金１，４２８万

５，０００円を追加するものであります。 

次に、１１３ページをご覧下さい。 

議第７４号平成２２年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号）につきまして

は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５０万８，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を２，７０３万６，０００円とするものであります。 

今回の補正は、平成２１年度の決算剰余金の確定に伴い、繰越金２５０万８，０００円

を増額し、決算剰余金の同額を墓地公園整備基金に積み立てるものであります。 

以上、平成２２年度の一般会計及び各特別会計の補正予算の提案説明とさせていただき

ます。 

次に、議第７５号から議第８６号までの平成２１年度各会計決算の認定について、ご説

明申し上げます。 

これらの件につきましては、当該決算審査を去る７月２０日、２３日、２６日から２９
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日までの都合６日間にわたって監査委員にお願いし、詳細な審査を受けたところです。後

ほど監査委員からご報告いただきますが、総括意見といたしまして「各会計の決算につい

ては、いずれも関係法令に準拠して作成され、その計数は正確であり、おおむね適正に執

行されているものと認められた。」とのご意見をいただいております。 

平成２１年度決算につきましては、私が市長就任以後、初めて当初予算からの通年予算

を編成した年度の決算であり、法人市民税収入が、平成２０年度当初予算に比べ、４分の

１以下の約４億６，０００万円にとどまるという大変厳しい財政状況に陥りましたが、財

政健全化集中改革プランの策定を進める中で、対策が遅れておりました小・中学校の耐震

整備事業、ニーズの高い学童保育所の整備に着手すると共に、国の経済対策の活用により、

各種施設の改修事業や循環バスの整備などにも取り組んだところであります。 

それでは、平成２１年度野洲市各会計歳入歳出決算書により、各会計の決算についてご

説明申し上げます。 

まず、議第７５号平成２１年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定については、１４ペ

ージをご覧下さい。 

歳入決算額は１８７億６，１５３万２，２８９円、歳出決算額は１８３億６，７４７万

２，２３１円で、歳入歳出差引額は３億９，４０６万５８円となり、翌年度へ繰り越すべ

き財源の１億５８５万９，０００円を控除した実質収支額は２億８，８２０万１，０５８

円となりました。 

次に、議第７６号平成２１年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついては、２４ページをご覧下さい。 

歳入決算額は４２億８，９７７万４０１円、歳出決算額は４２億２，３５４万４，６０

４円で、歳入歳出差引額は６，６２２万５，７９７円となりました。 

次に、議第７７号平成２１年度野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

きましては、３０ページをご覧下さい。 

歳入決算額は３億４，０６５万１，４１１円、歳出決算額は３億３，２００万２，８９

４円で、歳入歳出差引額は８６４万８，５１７円となりました。 

続きまして、議第７８号平成２１年度野洲市老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定

につきましては、３６ページをご覧下さい。 

歳入決算額は２，０８４万７，８５９円、歳出決算額は１，９８９万３，６５６円で、

歳入歳出差引額は９５万４，２０３円となりました。 
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次に、議第７９号平成２１年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につき

ましては、４４ページをご覧下さい。 

歳入決算額は２６億５，５４７万４，０８１円、歳出決算額は２６億１，８４４万６，

４３６円で、歳入歳出差引額は３，７０２万７，６４５円となりました。 

続きまして、議第８０号平成２１年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳

出決算の認定については、５０ページをご覧下さい。 

この会計につきましては、歳入決算額及び歳出決算額とも２，４６７万５，０００円と

なりました。 

次に、議第８１号平成２１年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につきま

しては、５６ページをご覧下さい。 

歳入決算額は２４億５，２７６万１，６５７円、歳出決算額は２４億３，９８０万５，

０３９円で、歳入歳出差引額は１，２９５万６，６１８円となりました。 

次に、議第８２号平成２１年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定につき

ましては、６２ページをご覧下さい。 

歳入決算額は３，１４５万５，９３７円、歳出決算額は２，８９４万６，８５７円で、

歳入歳出差引額は２５０万９，０８０円となりました。 

続きまして、議第８３号平成２１年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決

算の認定につきましては、６８ページをご覧下さい。 

この会計につきましては、歳入決算額及び歳出決算額とも１，３７０万２，０００円と

なりました。 

次に、議第８４号平成２１年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

につきましては、７４ページをご覧下さい。 

歳入決算額は１４億８，５１３万２，４６７円、歳出決算額は１４億８，５１１万８，

２０２円で、歳入歳出差引額は１万４，２６５円となりました。 

次に、議第８５号平成２１年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につきまし

ては、８０ページをご覧下さい。 

歳入決算額及び歳出決算額とも２，５３５万８７４円となりました。 

最後に、議第８６号平成２１年度野洲市水道事業会計決算の認定につきましては、別冊

の野洲市水道事業会計決算書をご覧下さい。 

まず、１ページをご覧下さい。 
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収益的収入及び支出でありますが、収入決算額が７億８，９９２万９，６６６円に対し、

支出決算額が８億２，７１０万８，５８１円で、収支差引額は３，７１７万８，９１５円

の赤字決算となり、これにつきましては、前年度繰越利益剰余金で対応いたしました。 

なお、現在の水道料金は、合併後、平成１８年度に水道料金を統一する際に、それまで

の利益分を還元するために設定した料金であり、そのときから４年間赤字が続いている状

況であります。当時の予測からは、計画人口に比べ、現実の人口が大きく下回っているこ

と、また不況により企業の使用量が下回ったことなどで、繰越利益剰余金が当時の予測よ

りも早く減少してきており、平成２２年度で繰越利益剰余金がなくなるものと見込まれて

おります。 

次に、２ページをご覧下さい。 

資本的収入及び支出につきましては、収入決算額が３，８９４万１，０１１円に対し、

支出決算額が３億４，６２９万３，０３２円で、資本的収入が資本的支出に不足する額の

３億７３５万２，０２１円は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、

減債積立金、建設改良積立金並びに消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんをい

たしております。 

以上、各会計決算の概要説明とさせていただきます。 

議第８７号工事請負契約について（篠原小学校校舎改築工事（建築主体工事））につき、

ご説明申し上げます。 

去る８月１７日に執行いたしました一般競争入札の結果、請負金額１億９，０３２万３，

０００円、請負人を株式会社丸屋建設野洲営業所、野洲営業所長加々爪伸也と定め、工事

請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号及び野洲市議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求める

ものであります。 

議第８８号工事請負契約について（三上小学校校舎改築工事（建築主体工事））について、

ご説明申し上げます。 

 去る８月１８日に執行いたしました一般競争入札の結果、請負金額１億８，５６４万円、

請負人を名栗建設株式会社代表取締役福浦勝好と定め、工事請負契約を締結するため、地

方自治法第９６条第１項第５号及び野洲市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

議第８９号財産の取得の変更について、ご説明申し上げます。 
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 平成２２年３月１０日に議決をいただき、契約を締結いたしました、学校ＩＣＴ設備整

備に係る備品購入につきましては、教育並びに校務の情報化をなお一層推進するため、周

辺機器設備を整備する必要が生じたため４９８万４，０００円を追加し、取得金額を９，

７６９万９，０００円とすることについて、地方自治法第９６条第１項第８号及び野洲市

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議

会の議決を求めるものであります。 

議第９０号湖南水道広域圏に係る広域的水道整備計画の改定に同意することにつき議決

を求めることについて、ご説明申し上げます。 

滋賀県知事より、水道法第５条の２第２項の規定に基づき湖南水道広域圏に係る広域的

水道整備計画の改定について協議がありましたので、これに同意することについて議会の

議決を求めるものであります。 

 以上の案件につきまして、ご審議よろしくお願いいたします。 

○議長（鈴木市朗君） 次に、議第７５号から議第８６号までの決算認定について、代表

監査委員の東郷修氏より、審査結果の報告を求めます。 

 代表監査。 

○代表監査委員（東郷 修君） 皆さん、おはようございます。初めての経験でございま

すので、お手やわらかにお聞き願いたいと、このように思います。 

 平成２１年度会計等決算審査について、ご報告申し上げたいと思います。お手元にこれ

があると思いますが、よろしくお願いしたい。これを、ページを言いますので、またあけ

ていただいて見ていただきたいと思います。 

 ただいまご指名いただきました監査委員の東郷と申します。よろしくお願いしたいと思

います。過日、議会議員選出の監査委員梶山幾世氏と、平成２１年度会計等の決算審査を

行いましたので、その結果につきまして概要を報告いたします。お手元に、今申し上げま

したが、この意見書をご高覧賜りますように、よろしくお願いしたいと思います。 

 まずは１ページでございます。どうぞお開きください。 

 審査の対象といたしましたのは、平成２１年度野洲市一般会計歳入歳出決算のほか、特

別会計１０件並びに水道事業会計の決算であります。 

 次に、審査の期日でございますが、７月２０日から２９日の６日間でございました。 

 審査の結果でございますが、２ページをお開きください。 

各会計歳入歳出決算と、その附属書類及び基金運用状況報告書の計数につきましては、
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関係諸帳簿、証拠書類等いずれも符合いたしまして、計数に誤りがなく、また財務処理、

予算執行につきましても、関係法令並びに予算の目的に従っておおむね適正に執行された

ものと認められました。 

 それでは、主なものについてご説明申し上げたいと思います。 

まずは３ページでございます。 

 平成２１年度一般会計の歳入歳出決算につきましては、歳入決算額が１８７億６，１５

３万２，０００円、歳出決算額は１８３億６，７４７万２，０００円、歳入歳出差引額か

ら翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたところ、平成２１年度の実質収支額は２億８，

８２０万１，０００円の黒字決算となったことでございます。 

 次に、特別会計の決算状況でございますが、１０件の特別会計全体の歳入決算額の総額

は１１３億３，９８２万１，０００円で、歳出総額は１１２億１，１４８万５，０００円

でありまして、歳入総額から歳出総額を差し引いた収支差額は、１億２，８３３万６，０

００円の黒字となったところでございます。 

 次に、８ページでございます。お開きください。 

 歳入総額の４２％を占めます市税の収入額につきましては、７８億８，４９８万３，０

００円。これを前年度と比較いたしますと、軽自動車税についてのみ２．３％の増加があ

りましたが、他の税につきましてはすべて減少しております。特に、法人市民税の落ち込

みが著しく、５５．８％の減少ということで、昨年の半分以下となっております。 

 市税収入全体といたしましては、７．２％の減で、６億８４１万円の収入減となったと

ころでございます。 

 また、市税の収入状況につきましては、担当課の努力にもかかわらず、経済危機による

雇用情勢の悪化などの影響を受けまして、収納率は前年度と比較いたしましても０．５ポ

イント低下し９６．６％となり、収入未済額は２億６，６４９万５，０００円で、大変憂

慮すべき状況であります。 

 また、市税以外のその他の使用料などにつきましても、未納額が増加しております。 

これらの収入の確保につきましては、公平負担の原則に立ち、現在実施されている収納

対策に先進事例も参考に検討され、法的措置を含めた多様な手法を駆使し、収納率のなお

一層の向上について、市の重要課題として取り組んでいただくことを強く望んでおる次第

でございます。 

次に、１４ページになります。 
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市債の収入額につきましては、前年度と比べまして１６．６％の減で、２０億１，０６

１万９，０００円であります。臨時財政対策債、合併特例債、減収補てん債などが主なも

のでございます。 

次に、一般会計の歳出でございますが、支出済額につきましては、前年度と比較いたし

ますと６．３％、１０億９，５６３万１，０００円の増加となっております。予算減額に

対する執行率は８８．２％となっております。 

また、翌年度への繰越額は２１億３，２４８万３，０００円で、不用額は３億３，３５

９万９，０００円となったところでございます。繰越額の主なものは、国の経済対策によ

り実施された小・中学校の教育施設の耐震改築等整備事業、道路維持補修事業並びに埋設

農薬等の無害化処理事業などでございます。 

次に、２２ページに参ります。飛んでおりますが。 

特別会計の決算状況でございます。この中で、特に国民健康保険事業におきましては、

歳入全体の２４．２％を占めます国民健康保険料の収入済額は１０億３，７８２万７，０

００円で、前年度と比較いたしますと２．３％、２，３６２万５，０００円の増加となっ

ております。その収納率は、現年課税分は９４．０％、滞納繰越分は１４．５％で、収入

未済額は２億４，７４１万９，０００円、未納欠損額も１，２１６万１，０００円となっ

ておりまして、市税と同様憂慮すべき状況が続いておるように思います。 

今後の国民健康保険事業の健全で安定した財政運営を図り、保険税負担の公平性を確保

するためにも、引き続き収納率の向上に向けた取り組みを協力に推し進めていただきたい

と、このように思っている次第でございます。 

次に、少し戻りますが、４ページ下段の表でございます。 

財政構造につきまして、財政指標から決算分析指標を見てみますと、財政力指数は前年

度に比べまして０．０４ポイント低下し０．９４２で、また財政構造の弾力性を示した経

常収支比率は５．９ポイント上昇し９４．０％になり、一段と財政の弾力性が失われつつ

あるように思います。 

また、公債費負担比率は０．２ポイント改善したものの、１９．７％でありますが、依

然として厳しい財政状況にありますことから、今後におきましても、国・県の動向に十分

留意いただき、健全な財政運営に努めていただきたいと思う次第でございます。 

次に、５ページになります。 

平成２１年度末の市債の残高は、一般会計、特別会計を合わせまして４１０億８７２万
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２，０００円となり、前年度と比較をいたしまして３．３％、１３億７，８５８万９，０

００円減少いたしました。これは元金の定期償還によるものでありまして、今後も健全な

財政運営に努めていただきますように祈るものでございます。 

さて、最近の我が国の経済動向は、一昨年後半の世界同時不況の影響から、雇用情勢、

所得環境の悪化に続き、個人消費も低迷するなど、依然として先行き不透明な厳しい状況

で推移している中、企業の業績悪化は市税にも大きな影響を与えております。このことは、

本市の行財政運営に直結しており、今後の経済情勢の動向に注視していかなければなりま

せん。 

また、歳出面におきましても、近年の少子高齢化の進展は著しいものがあります。子育

て支援や医療介護機能の充実、教育環境の改善、加えて安全・安心と快適な市民生活の向

上を図るための事業が控えております。将来負担は大きなものになるものと考えておりま

す。 

今後におきましては、さらなる行財政改革に取り組むとともに、事務事業の簡素化や施

策の見直し等によりまして、自主財源の確保と歳出の節減を図られるとともに、責任ある

行政の推進を願うものであります。 

そのためには、本年度見直し中の総合計画をしっかりとしたものにして、中長期的な視

点から健全な財政運営に努められ、時代の要請に柔軟かつ的確に対応され、また市の財政

状況を市民に理解してもらうためにも、説明会など開催されまして、市民福祉の増進に一

層努力されることを望むものでございます。 

続きまして、水道事業会計決算についてご報告申し上げます。 

４７ページをお開き願いたいと思います。 

平成２１年度における水道事業につきましては、安全で良質な水道水を安定的に供給す

るという水道事業の基本使命を果たすためには、効率的で合理的な浄水処理、水質管理の

実施、各種水道施設の機能を維持するために修繕工事、老朽化した管路の更新工事など、

鋭意取り組みをしていただいたところでございます。 

初めに、業務実績でございますが、給水人口につきましては、前年度と比較しますと０．

４％増加しまして５万４５３人となっております。普及率につきましては、９９．９％で

ございます。また、年間総配水量は７５３万４，０００立方メートルで、給水量につきま

しては６１９万８，０００立方メートルであります。この結果、有収率は２．１ポイント

低下し８２．３％となり、低い水準となっております。 
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今後も引き続き、漏水調査の精度を高め、漏水の早期発見、早期修繕により、少しでも

無効水量を減少させることによって、水道事業の信頼性の確保と一層の有収率の向上を図

っていただきたいと思います。 

次に、５０ページに参ります。中段でございます。 

経営実績でございますが、収益及び費用を前年度と比較いたしますと、事業収益につき

ましては２．９％減少し、７億５，３１９万２，０００円となりました。また、事業費用

につきましては２．７％減少し、７億９，７９８万２，０００円となったところでござい

ます。差し引き４，４７８万９，０００円の純損失を計上する決算となったところでござ

います。 

今後の水道事業の展望をいたしますと、市内の各地で住宅開発が行われるものの、給水

人口の大きな増加はいましばらく見込まれず、節水意識の高揚や企業などの景気低迷によ

りまして、水需要の大幅な増加は期待できません。一方、水道施設や管路の本格的な更新

の時期を迎えていることや、建設改良費の大幅な増加が予想され、経営環境は依然として

厳しいものがあると考えております。 

これらのことから、今後の事業運営に当たりましては、水道料金の収納率の向上のため

に、未収金の徴収を公平負担の原則に立ち、より一層適正かつ厳正な事務処理に努められ

るようお願いする次第でございます。 

また、中長期的な視点に立ち、引き続き徹底した経営分析のもと、経営の効率化と経営

基盤の強化、サービスの向上に努力していただいて、安全でおいしい水の安定供給に向け

て、一層の努力をお願いしたいものでございます。 

次に、５２ページをお開き下さい。 

財政健全化審査、いわゆる健全化判断比率におきましては、８月５日、関係職員の説明

を求め、審査したところでございます。 

平成２１年度の普通会計の実質赤字比率及び全会計の連結実質赤字比率については、そ

れぞれの収支が黒字になったことから、比率としては表記できず、いわゆるマイナス数値

となり、早期健全化基準を下回っていますので、可としたものでございます。 

次に、実質公債費比率については１５．９％となっており、早期健全化基準を下回り、

可としたものの、個別意見として、昨年度より１．３ポイント悪化傾向にあることから、

改善を求めたものでございます。 

また、将来負担比率は１０９．９％となっており、早期健全化基準を下回っていますの
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で、可としたものでございます。 

以上のようなことから、実質公債費比率については悪化傾向にあることから、今後景気

回復による税収増が見込みづらい中、新たな市債などは慎重に対応され、財政健全化に努

められるよう望むものであります。 

また、５３ページの公営企業会計経営健全化審査による資金不足比率につきましては、

水道事業会計、下水道事業特別会計、工業団地等整備事業特別会計は、それぞれ資金不足

は発生しておらず、経営健全化基準を下回り、可としたものでございます。 

以上、概略ご報告申し上げましたが、今後もさらに厳しい経済状況が見込まれる中、策

定されました財政健全化集中改革プランなどにより、財政健全の確保に努められると共に、

限られた財源を有効に活用され、市民福祉のさらなる向上を期待して、平成２１年度各会

計決算審査の報告を終わらせていただきたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

○議長（鈴木市朗君） 次に、市長より、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基

づき、健全化判断比率について報告を求めます。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） それでは、平成２１年度決算における健全化判断比率につきまし

てご報告いたします。 

議案書３９ページをご覧下さい。 

健全化判断による比率は、報告書に記載の４つの指標、実質赤字比率、連結実質赤字比

率、実質公債費比率、将来負担比率の数値により判断し、また、公営企業につきましては、

４０ページに記載しております資金不足比率により判断されます。 

平成２１年度決算に基づき算出しました結果は、去る８月５日に監査委員の審査を受け

たところでございまして、今回、この結果を議会に報告させていただくものであります。 

それでは、算出いたしました各比率について、ご説明申し上げます。 

まず、実質赤字比率につきましては、普通会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合

であります。算定の結果は、赤字でないため数値があらわれないことから、「―」で表記し

ております。平成２１年度も平成２０年度と同様に法人市民税の大幅な落ち込みに対し、

減収補てん債の発行や財政調整基金の取り崩しにより、形式上は黒字となったものであり

ます。 

次に、連結実質赤字比率につきましては、全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割
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合でありますが、算定の結果は、普通会計及び公営企業会計を含めた公営事業会計につい

て、連結赤字は出ておらず、黒字となりましたことから、これも数値があらわれないこと

から、「―」と表記しております。 

次に、実質公債費比率につきましては、公債費及び公債費に準じた経費の比重を示す比

率で、一般会計等が負担する公債費が標準財政規模に占める割合であり、比率は３カ年平

均であります。算定の結果は１５．９％で、早期健全化基準である２５．０％を下回って

おります。 

ただし、平成２１年度の単年度だけで見ますと１８．１％と、平成２０年度単年度の１

４．８％から３．３ポイント上昇しております。この要因につきましては、算定上の分母

である標準財政規模が、主に税収の落ち込みにより約１０億５，０００万円下がったこと、

分子の元利償還金等では、工業団地等整備事業の地方債の一部繰上償還のため一般会計繰

出金を増額する必要があったことなどにより、逆に約２億円増加したことによるものであ

ります。 

次に、将来負担比率につきましては、地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実

質的な負債を捉えた比率で、一般会計等が将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割

合をあらわした比率であります。算定の結果は１０９．９％で、これも早期健全化基準の

３５０％を下回っております。 

次に、資金不足比率につきましても、水道事業会計、下水道事業特別会計、工業団地等

整備事業特別会計、いずれも資金不足を生じていないことから、数値としては表記してお

りません。 

このように、本市の平成２１年度決算に基づき算出した健全化判断比率は、いずれも早

期健全化基準を下回る結果となりました。 

しかしながら、今後、財政健全化の判断について注視しなければならないことは、特に

実質公債費比率であります。算定式における分子と分母を見ますと、分母となる標準財政

規模、すなわち市税を含む標準税収入が現下の経済情勢から大きく落ち込んでおり、今後

も余り大きく回復が見込めない一方で、合併以後、コミュニティセンターや給食センター

などの公共施設等の整備により公債費が増加していることなど、短期的には数値を大きく

下げる要素が少ない状況にあることから、３カ年平均で判断されるものの必然的に率が伸

びる結果となることであります。 

今後、緊急度の高い小・中学校の耐震整備事業、学童保育所整備事業、野洲駅及び篠原
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駅周辺整備事業など大きな事業を控え、それらの中には交付税算入のある地方債があると

はいえ、地方債が増嵩し、その償還は実質公債費比率の分子となるため、健全化判断比率

の数値を常に注視しながら、健全な財政運営の確保に努める必要があると考えております。 

以上、ご報告とさせていただきます。 

（日程第６） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第６、議第６５号及び議第８７号から議第８９号まで、専決

処分につき承認を求めることについて（野洲市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

外３件を一括議題といたします。 

まず、議第６５号及び議第８７号から議第８９号までの各議案について質疑を行います。  

ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（鈴木市朗君） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

議第６５号及び議第８７号から議第８９号までの各議案は、会議規則第３９条第３項の

規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（鈴木市朗君） ご異議なしと認めます。よって、議第６５号及び議第８７号から

議第８９号までの各議案は、委員会付託を省略することに決定いたしました。 

次に、議第６５号及び議第８７号から議第８９号までの各議案について討論を行います。 

討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（鈴木市朗君） 討論がないようですので、これをもって討論を終結いたします。 

 それでは、ただいま議題となっております、議第６５号及び議第８７号から議第８９号

までの各議案について、順次、採決を行います。 

まず、議第６５号について採決いたします。 

お諮りいたします。 

議第６５号専決処分につき承認を求めることについて（野洲市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例）は、原案のとおり承認することに賛成の方の起立を求めます。 

            （全員起立） 

○議長（鈴木市朗君） ご着席願います。起立全員であります。よって、議第６５号は原
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案のとおり承認されました。 

次に、議第８７号について採決いたします。 

 お諮りいたします。 

議第８７号工事請負契約について（篠原小学校校舎改築工事（建築主体工事））は、原案

のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

            （全員起立） 

○議長（鈴木市朗君） ご着席願います。起立全員であります。よって、議第８７号は原

案のとおり可決されました。 

次に、議第８８号について採決いたします。 

 お諮りいたします。 

議第８８号工事請負契約について（三上小学校校舎改築工事（建築主体工事））は、原案

のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

            （全員起立） 

○議長（鈴木市朗君） ご着席願います。起立全員であります。よって、議第８８号は原

案のとおり可決されました。 

次に、議第８９号について採決いたします。 

 お諮りいたします。 

議第８９号財産の取得の変更については、原案のとおり可決することに賛成の方の起立

を求めます。 

            （全員起立） 

○議長（鈴木市朗君） ご着席願います。起立全員であります。よって、議第８９号は原

案のとおり可決されました。 

 （日程第７） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第７、決算特別委員会の設置及び委員の選任を議題といたし

ます。 

お諮りいたします。 

本件については、議第７５号平成２１年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について

から、議第８６号平成２１年度野洲市水道事業会計決算の認定についてまでの審査等を行

うため、委員会条例第６条の規定により、１９名の委員をもって構成する決算特別委員会

を設置いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（鈴木市朗君） ご異議なしと認めます。よって、１９名の委員をもって構成する

決算特別委員会を設置することに決定しました。 

ただいま設置されました決算特別委員会委員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、議会選出監査委員を除く１９名の議員を指名いたします。 

ここで、決算特別委員会委員長、副委員長の互選のため、暫時休憩をいたします。 

 １０時２０分まで休憩いたします。 

            （午前 ９時５６分 休憩） 

            （午前１０時２０分 再開） 

○議長（鈴木市朗君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 （日程第８） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第８、決算特別委員会の正副委員長の互選結果について報告

がありましたので、本職より報告いたします。 

決算特別委員会委員長に第２０番、河野 司君、副委員長に第１８番、田中孝嗣君、以

上のとおり互選されましたので報告いたします。 

（日程第９） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第９、都市基盤整備特別委員会委員長より委員会審査報告書

が提出されていますので、委員長の報告を求めます。 

第１３番、中島一雄君。 

○１３番（中島一雄君） ただいま報告を求められています都市基盤整備特別委員会の審

査報告をいたします。 

 去る７月１５日に委員会を招集し、委員１６名の出席のもと、説明員の出席を求め、慎

重に審査いたしました結果についてご報告いたします。 

 大きく２点の議題について説明を受け、種々議論をいたしました。 

まず、総合計画については、総合計画とは何か、総合計画の見直しの背景、総合計画策

定ワーキンググループ設置要綱案につきまして説明を受けた後、委員から土地利用の方針

について、今後どこに新たな市街地拡大を考えて土地利用の転換を図っていこうとしてい

るのかとの質問に対し、市街地拡大の問題は非常に厳しいものがあるが、新たなまちづく

りを進めるためにも、引き続き県との調整を重ねていくとの答弁がありました。 

 次に、野洲駅中心市街地整備計画では、特に野洲駅南口駅前広場の整備計画について説
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明を受けた後、委員から交通渋滞緩和のため、ＪＲをアンダーパスで抜くような夢のある

計画はないかとの質問に対し、グランドデザインの中で野洲停車場線と野洲駅北口線をア

ンダーで結ぶ計画を持っているとの答弁がありました。また、今後野洲駅南口駅前広場の

実施計画に向けて作業を進めるとの報告がありました。 

 なお、当委員会は、閉会中も必要に応じて委員会を開催し、審査を継続していくもので

あります。 

 以上、審査結果報告といたします。 

（日程第１０） 

○議長（鈴木市朗君） 日程第１０、議会改革特別委員会委員長より委員会審査報告書が

提出されていますので、委員長の報告を求めます。 

第１６番、三和郁子君。 

○１６番（三和郁子君） 議会改革特別委員会審査報告をいたします。 

 では、議会改革特別委員会の活動計画についてご報告を申し上げます。 

議会基本条例の基本的な方向は、真に市民を代表し得る議会づくりに向け、公正、透明

な議会づくりを行うとともに、積極的な市民参加を推進することで、多くの市民の皆さん

との意見交換を通じて、多様なご意見を把握することを基軸にとらえているところであり

ます。 

さらに、多様なご意見を踏まえ、議員同士が自由闊達な議論を闘わせ、市議会としての

意見を集約していくことで、より市民本位の立場で政策の決定や政策の提案、提言を積極

的に行っていこうとするものであり、このような活動を精力的に、かつ継続的に行ってい

くに当たり、最も根幹となる基盤として、この議会基本条例があります。 

この条例は、野洲市議会の今後のあり方、議員のあり方、議会と市民との関係など、議

会改革を目指す野洲市議会にとって、大変重要な条例です。 

条例案につきましては、平成２１年１１月の議長就任時に、新たな議会づくりに向けた

新たな議会制度改革が表明されたことに端を発するものです。その後、具体的には、平成

２２年２月に、５会派からの選出代表委員で構成される議会改革推進研究会が設置された

ことが、本日の提案に至るさまざまな取り組みの第一歩となったものです。 

以来、研究会では、この間に５回の会議及び調査研究と具体的検討を積み重ねるととも

に、東京財団から赤川貴大様をお迎えし、講演会を開催し、当素案に一定の評価をいただ

きました。また、全員協議会で議員各位に適宜ご報告申し上げ、確認をしてまいりました。
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さらに、６月定例会の開会日の５月３１日には、全員による議会改革特別委員会が設置さ

れ、以降１０回の会議を開催するなど、多くの時間を割き、真摯に議論を重ねてまいりま

した。 

検討経過の概略を申しますと、まず、既に制定しています先進議会との比較を行い、次

に条例の枠組みイメージを検討し、続いてたたき台の検討を行い、論点の整理を進め、７

月には素案を作成し、７月２７・２９日両日、市民説明会を開催、３３名の参加、約２０

のご意見をいただきました。また、パブリックコメントを実施し、ただいま６人のご意見

をいただいているところでございます。７月２８日は、素案に対して理事者との意見交換

を実施いたしました。 

また、市民の皆様からいただきましたご意見、理事者からのご意見を斟酌する中で、特

別委員会としての最終の条例案をまとめ上げるべく、会期中に２回の特別委員会を開催い

たします。また、パブリックコメントの集約をあす３１日にいたします。そして、９月２

４日の本会議におきまして野洲市議会基本条例案を提出するものであります。 

特別委員会では、本条例が市民の負託に的確にこたえ、市民福祉の向上及び市政の進展

に寄与する真に生きた条例となるよう、９章から成る条文の一条一条に魂を込めて策定を

してまいりました。 

議会運営における規範的事項を定める本条例の制定が、当市議会の活性化のゴールでは

なく、二元代表制のもと、引き続き議会活性化の推進に取り組む当市議会の新たなスター

トラインとして、これまで以上に私たち議員が選挙によって選ばれた市民の代表者である

という基本原則に立ち、民意が市政に本当に反映されているのかを常に考え、行動してい

くことを表明し、議会改革特別委員会の審査報告といたします。 

○議長（鈴木市朗君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

お諮りいたします。 

明８月３１日から９月７日の８日間は、議案調査のため休会としたいと思います。これ

にご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（鈴木市朗君） ご異議なしと認めます。よって、明８月３１日から９月７日の８

日間は休会することに決定いたしました。 

なお、念のため申し上げます。来る９月８日は午前９時から本会議を再開し、議案質疑、

一般質問を行います。 
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本日はこれにて散会いたします。（午前１０時３０分 散会） 
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